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　各問いに答えなさい。

　多くの植物は（１）花を咲
さ

かせて種子をつくり，（２）種子が離
はな

れたところで芽生える
ことで生息範囲を広げます。種子をつくるには，同じ種類の植物が同じ時期に花

か が

芽を
つくることや，（３）花粉を運ぶこん虫が活動する時期に花を開かせることが重要です。
　北海道と九州に生えている植物を比べると，北海道には日長（一日の日の長さ）が
長くなっていく時期に花芽をつくり始める植物が多いことが知られています。緯

い ど

度の
高い地域は夏が短く秋冬の寒さが厳しいため，そこに生えている植物は初夏から初秋
の短い期間にいっせいに花を咲かせて種子をつくらなければならないからです。
　日長をもとに花芽をつくるかどうかから，植物を次の３つのタイプに分けることが
できます。

　タイプⅠ：日長が一定時間より長くなると花芽をつくり，春先に開花する。
　タイプⅡ：日長が一定時間より短くなると花芽をつくり，夏から秋に開花する。
　タイプⅢ：日長に関係なく，他の条件が適切であれば花芽をつくり開花する。

　同じなかまの植物でも，採集された地域によって異なるタイプである場合があります。
このことについてくわしく調べるため，北半球の異なる緯度に位置する３つの地域
から採集された同じなかまの植物（それぞれＡ～Ｃとする）を用いて次の実験を行い
ました。

【実験】　植物Ａ～Ｃの鉢
はち

をそれぞれ多数用意し，一日（24時間）のうち決まった時間
だけ部屋を明るくし（これを「明期」とよびます），残りの時間を暗くする（これ
を「暗期」とよびます），という条件で栽

さいばい

培しました。温度など他の環
かん

境
きょう

条件
はすべて最適な状態にして，さまざまな明期の長さで花芽をつくった鉢の割合
を調べたところ，（図１）の結果が得られました。

問１　下線部（１）について，カボチャの花を次の①～④から１つ選び，記号で答えなさい。

問２　下線部（２）について，種子がおもに動物のからだの表面に付着することで離れ
た場所へ運ばれる植物を，次の①～⑤から１つ選び，記号で答えなさい。

①　タンポポ　　　　　　　②　ココヤシ　　　　　　　③　カタバミ
④　クヌギ　　　　　　　　⑤　オナモミ

①

（図１）
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問３　下線部（３）について，花粉がおもにこん虫によって運ばれて受粉する植物を，
次の①～⑤から１つ選び，記号で答えなさい。

①　アブラナ　　　②　ビワ　　　③　アサガオ　　　④　スギ　　　⑤　ツバキ

問４　植物Ａ～Ｃについて，次の（ａ）と（ｂ）の問いに答えなさい。
（ａ）　植物Ａと植物Ｂは本文中のどのタイプにあてはまるか，Ⅰ～Ⅲの記号を用いて

それぞれ答えなさい。ただし，繰
く

り返し同じ記号を選んでもかまいません。

（ｂ）　植物Ｂと植物Ｃを北半球の同じ地域で栽培したときに観察される結果として
予想されるものを，次の①～⑥から１つ選び，記号で答えなさい。ただし，この
地域では植物Ｂ，植物Ｃともに花芽をつくることが知られているとします。

①　春に，植物ＢがＣよりも先に花芽をつくる。　　②　春に，植物ＣがＢよりも先に花芽をつくる。
③　秋に，植物ＢがＣよりも先に花芽をつくる。　　④　秋に，植物ＣがＢよりも先に花芽をつくる。
⑤　春に植物Ｂが，秋に植物Ｃが花芽をつくる。　　⑥　春に植物Ｃが，秋に植物Ｂが花芽をつくる。

問５　同じ種類の植物が同じ時期に花芽をつくるために，気温や生育度合いでなく，
日長を手がかりとすることの利点を，10字以上20字以内で答えなさい。

問６　植物Ｃについて，下図のア～カの追加実験を行いました。図中の白い四角は明期
を，黒い四角は暗期を表しており，暗期の中にある小さな白い四角は５分間の短い
明期（これを「５分明期」とよびます）を入れたことを表しています。（図１）と
これらの結果から，植物Ｃが何を手がかりにして花芽をつくるかどうかを決定して
いるかを考え，下の【文】の空らん（　あ　）と（　い　）にあてはまる適切な
語句を下のそれぞれの【選択肢

し

】の中から１つずつ選び，記号で答えなさい。

【文】　植物Ｃは，１日のうちの（　あ　）が（　い　）である場合に，花芽をつくる。
【（　あ　）の選択肢】
①　明期の長さの合計　　　　　　　　　　②　暗期の長さの合計
③　明期の開始から５分明期までの長さ　　④　暗期の開始から５分明期までの長さ
⑤　連続する明期の長さ　　　　　　　　　⑥　連続する暗期の長さ

【（　い　）の選択肢】
①　８時間以上　　②　12時間以上　　③　16時間以上　　④　20時間以上
⑤　８時間以下　　⑥　12時間以下　　⑦　16時間以下　　⑧　20時間以下
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　各問いに答えなさい。

　火をつけ，水に浮
う

かべたロウソクの上に容器をかぶせてしばらく放置すると，やがて
火は消えてしまいます。そこからさらに放置すると，ロウソクの火が消えた直後より
も水面が高くなることが観察されます。この現象がどのような原因によって起こるの
かを調べるため，実験を行いました。このとき，容器から気体が出入りすることは
ないものとします。また，気体は水に溶

と

けないものとします。

【実験】　底面が10 cm×10 cmの正方形で目盛りのついたとうめいな燃えない容器を
用意しました。（図１）のように，水面にろうそくを浮かべて火をつけ，その後
容器をかぶせました。容器をかぶせた直後の容器内の気体の温度を測定する
と27℃でした。しばらく待つと火が消えました。（図２）のように，火が消えた
直後の容器内の気体の体積を測定すると1000 mLであり，容器内の気体の温度
は87℃でした。このときの容器内にふくまれる気体について体積の割合を測定
すると（表１）のようになっていました。火が消えた後，しばらく放置すると，

（図３）のように水面が上昇
しょう

し，このときの容器内の気体の温度は27℃でした。
ただし，温度変化によって，容器内にふくまれる気体の体積の割合は変化しない
ものします。

（表１）
ちっ素 酸素 二酸化炭素 水蒸気

通常の空気 78% 21% 0.04% 0.4%
火が消えた後の容器内の気体 76% 15% ４% ４%

（図２）（図１）

火が消えた直後
（気体の温度 87℃）

容器をかぶせた直後
（気体の温度 27℃）

水面が上昇した後
（気体の温度 27℃）

（図３）

２ 各問いに答えなさい。 
 
火をつけ、水にうかべたロウソクの上に容器をかぶせてしばらく放置すると、やがて火は

消えてしまいます。そこからさらに放置すると、うかべたロウソクが元の水面より高くな

ることが観察されます。この現象が、どのような原因によって起こるのかを調べるため、次

のような実験を行いました。このとき、容器から気体が出入りすることはないものとしま

す。また、気体は水に溶けないものとします。 
 
【実験】 底面が × の正方形で目盛りのついたとうめいな燃えない容器を用意し

ました。 図１ のように，水面にろうそくを浮かべて火をつけ，その後容器をかぶせまし
た。容器をかぶせた直後の容器内の気体の温度を測定すると ℃でした。しばらく待つと
火が消え，容器内の気体の体積を測定すると でした。このときの容器内にふくま
れる気体について体積の割合を測定すると 表１ のようになっていました。
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問１　【実験】の結果について考えたとき，まちがっているものを，次の①～④から
すべて選び，記号で答えなさい。

①　ロウソクが燃えると二酸化炭素が発生し，その割合が増える。
②　ロウソクが燃えるとちっ素が使われ，その割合が減る。
③　ロウソクが燃えると酸素が使われ，その割合が減る。
④　容器内の酸素がすべてなくなる前にロウソクが消える。

問２　【実験】について，火が消えた直後の容器内にふくまれる二酸化炭素と水蒸気の
体積は何mLになりますか。それぞれ答えなさい。

問３　下の（図４）は温度と気体の体積との関係を示したものであり，変わらない分量
の気体においてすべてあてはまるものとします。この図を用いて次の（ａ）～（ｃ）
の問いに答えなさい。ただし，（図１）～（図３）の状態で容器内の気体の圧力は
変わらないものとします。

（ａ）　【実験】について，容器内の気体の体積は（図２）の状態から（図３）の状態
までに何mL減りましたか。小数第１位を四捨五入し，整数で答えなさい。

（ｂ）　【実験】について，（図２）の状態から（図３）の状態になる途
と

中で容器内の温度
を測定すると39℃になっていました。このときの容器内の気体の体積は何mL
ですか。小数第１位を四捨五入し，整数で答えなさい。

（ｃ）　【実験】について，（図１）の状態のとき，容器内の気体の体積は何mLですか。
小数第１位を四捨五入し，整数で答えなさい。

（図４）

温度（℃）
27
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体
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３　各問いに答えなさい。

　（図１）のグラフのような体積と重さの関係をもつ物体ア～エがあります。体積１cm3

あたりの重さのことを「密度」といい，例えば水は１cm3あたり１gなので，密度は
１g/cm3と表されます。
　また，液体の中にあるものは，それが押しのけた液体の重さに等しい力を上向きに
受け，おしのけた液体の重さの分だけ軽くなります。この力を「浮

ふ

力
りょく

」といいます。
　浮力に関する実験を行うために，（図２）のような，重さ450 gの三角柱を準備
しました。この三角柱の底面は底辺５cm，高さ15 cmの二等辺三角形になっており，
三角柱の高さは６cmです。（図２）の点Ａ（辺の真ん中の点）にひもをつけて（図３）
のようにばねばかりにつるしました。一方で，（図４）のように，ガラス容器に水と
油をそれぞれ深さが20 cmになるように入れました。その後，つるした三角柱を容器
の液体の中に沈

しず

めていき，ばねばかりの値を読みとりました。実験では水と油は混じ
りあうことなく，それぞれの深さは物体を沈めても変わらないものとします。また，
ひもの重さや体積は無視できるものとします。

【実験１】　（図５）のように，三角柱を水の中にすべて沈めたとき，ばねばかりは
225 gを示しました。

【実験２】　（図６）のように，三角柱を油の中に５cm沈めたとき，ばねばかりは
337.5 gを示しました。

【実験３】　（図７）のように，三角柱を水の中に５cm，油の中に10 cm沈めて，
ばねばかりの値を読みとりました。

0
0

10

20

30

10 20 30

ア イ

ウ

体積（cm3）

エ
（g）

重
さ

（図１）

15 cm

６cm

Ａ

５cm

（図２）

（図３） （図４）

油

水

20 cm

20 cm



─ 6 ─

問１　物体アの密度は何g/cm3ですか。

問２　体積が45 cm3のときに重さが60 gとなるのは，物体ア～エのどれですか。１つ
選び，記号で答えなさい。

問３　物体ア～エで（図２）と同じ形の三角柱をつくり，【実験１】と同じ操作を行い
ました。（図５）の状態まで沈めることができないのは物体ア～エのどれですか。
すべて選び，記号で答えなさい。

問４　油の密度は何g/cm3ですか。【実験２】を参考にして考えなさい。

問５　【実験３】について，（図７）のとき，ばねばかりは何gを示しますか。

問６　三角柱を油の中に15 cm沈めたとき，ばねばかりは何gを示しますか。

問７　ばねばかりが279.9 gを示すのは，どのようなときですか。水に沈んでいる部分
と，油の中に沈んでいる部分の長さをそれぞれ求めなさい。ただし，沈んでいない
場合は０cmと答えなさい。

問８　ばねばかりが239.4 gを示すのは，どのようなときですか。水に沈んでいる部分
と，油の中に沈んでいる部分の長さをそれぞれ求めなさい。ただし，沈んでいない
場合は０cmと答えなさい。

油

水

油

５cm５cm

水

油

５cm５cm
水

（図５） （図６） （図７）
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４　各問いに答えなさい。

　空には（１）自身で輝
かがや

く天体や，その光を受けて（２）反射する天体が数多くあります。
自身で輝く天体を恒

こうせい

星といい，地球に最も近い恒星が太陽です。
　太陽は活動が活発になる時期と，活動が落ち着く時期を繰

く

り返しており，それぞれ
を極大期，極小期と呼びます。極大期になると，太陽が宇宙空間に放射するエネル
ギーの量が増えたり，表面に見られる（３）黒点の数が増えたりします。
　（４）太陽を毎日観測すると，黒点が動いており，太陽の端

はし

の方では黒点の形が少し
ゆがむようすが見られます。このことから太陽が球形であり，地球と同じように反時計
回りに自転していることがわかります。そこで，地球の赤道と同じように太陽にも
赤道が存在するものと考えると，太陽の赤道上を移動する黒点の様子から太陽の自転
周期が27日と計算できます。しかし，地球は太陽の周りを公転しているので，27日
は見かけの自転周期となり，（５）実際の自転周期は異なります。
　黒点の近くでは太陽フレアと呼ばれる爆

ばく

発が起き，爆発によって太陽からプラズマ
（電気的な性質を持ったとても小さな粒

りゅう

子
し

）が地球に飛んできます。プラズマが地球
に入ってくると，大気とぶつかり，（６）オーロラとして観測されます。この粒子は
地磁気の影

えい

響
きょう

で，北極や南極付近からしか地球に入ってくることができません。また，
オーロラは粒子と大気がぶつかる高さによって色が異なり，空の高いところでは
赤色，中間が緑色，低いところはピンク色に光ります。

問１　下線部（１）について，次の選択肢
し

のうち，恒星をすべて選び，記号で答えなさい。

①　イオ　　②　プロキオン　　③　ベガ　　④　フォボス　　⑤　リゲル

問２　下線部（２）について，（図１-１）のように太陽と地球と月が一直線上に並ん
でいる場合，太陽から地球まで光の速さで８分20秒かかることがわかっています。
また，太陽からの光が月に反射して地球に到

とう

達するまでに８分22秒かかることが
わかっています。（図１-２）のように，太陽と月と地球が一直線上に並んだときの
太陽と月の距

きょ

離
り

として最も適切なものを，下の①～⑥から１つ選び，記号で答えな
さい。ただし，光の速さは毎秒30万kmであり，日食や月食は起こっていないもの
として考えなさい。また，月と地球の距離は変わらないものとします。

①　1.497億km　　　②　1.503億km　　　③　1.5億km　　　④　14.97億km
⑤　15.03億km　　　⑥　15億km

４ 各問いに答えなさい。

空には(1)自身で輝
かがや

く天体や，その光を受けて(2)反射する天体が数多くあります。自身で輝く天体を恒星
こうせい

といい，

地球に最も近い恒星が太陽です。
太陽は活動が活発になる時期と，活動が落ち着く時期を繰り返しており，それぞれを極大期，極小期と呼びます。極
大期になると，太陽が宇宙空間に放射するエネルギーの量が増えたり，表面に見られる(3)黒点の数が増えたりしま
す。

太陽を毎日(4)観測すると，黒点が動いており，しかも太陽の端
はし
の方では黒点の形が少しゆがむ様子が見られます。

このことから太陽が球形であり，地球と同じように反時計回りに自転していることがわかります。また，地球の赤
道と同じように太陽にも赤道が存在するものとします。太陽の赤道上を移動する黒点の様子から太陽の自転周期が
27日と計算できます。しかし，地球は太陽の周りを公転しているので，27日は見かけの自転周期となり，(5)実際の
自転周期は異なります。
黒点の近くでは太陽フレアと呼ばれる爆発が起き，爆発によって太陽からプラズマ（電気的な性質を持ったとて

も小さな粒子）が地球に飛んできます。プラズマが地球に入ってくると，大気とぶつかり，その様子は(6)オーロラと
して観測されます。この粒子は地磁気の影響で，北極や南極付近からしか地球に入ってくることができません。ま
たオーロラは，粒子と大気がぶつかる高さによって色が異なり，空の高いところでは赤，中間が緑，低いところはピ
ンクに光ります。

問 下線部 について，次の選択肢
せ ん た く し

のうち，恒星をすべて選び，記号で答えなさい。

① イオ ② プロキオン ③ ベガ ④ フォボス ⑤ リゲル

問 下線部 について， 図１－１ のように太陽と地球と月が一直線上に並んでいる場合，太陽から地球まで光
の速さで８分 秒かかることがわかっています。また，太陽からの光が月に反射して地球に到達するまでに８分
秒かかることがわかっています。 図１－２ のように，太陽と月と地球が一直線上に並んだときの太陽と月の距離
として最も適当なものを次の①～⑥より１つ選び記号で答えなさい。ただし，光の速さは毎秒 万 であり，日
食や月食は起こっていないものとして考えなさい。

図１－１

図１－２

① 億 ② 億 ③ 億 ④ 億 ⑤ 億 ⑥ 億

太陽 地球 月

太陽 地球月

（図１- １）

（図１- ２）

太陽

太陽

地球

地球

月

月
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問３　下線部（３）について，黒点について述べた次の文の空らん（　ア　）～（　ウ　）
にあてはまる最も適切な数値または語句を下の【語群】よりそれぞれ選びなさい。

「黒点の温度は約（　ア　）度程度であり，黒点の周囲の温度が約（　イ　）度で
ある。周囲に比べて温度が（　ウ　）ので，黒く見える。」

【語群】　1000　　2000　　3000　　4000　　5000　　6000　　高い　　低い

問４　下線部（４）について，（図２）の装置を用いて，黒点の観測を行いました。
投影

えい

板に地球上の方角を記入して１月18日に投影板に映った太陽の観測を行った
ところ，（図３）の赤道上の位置に黒点が観測されました。同様に，１月19日から
21日の同時刻に黒点を観測しました。（ａ）と（ｂ）の問いに答えなさい。

（ａ）　黒点は１日で何度移動しますか。小数第２位を四捨五入して小数第１位まで求
めなさい。

（ｂ）　黒点は１月21日に投影板上のどこにどのような形で観測されますか。解答らん
の図に観測された黒点の形を書き込みなさい。ただし，解答らんの図の縦の点線
は30度ごと引かれているものとします。また，太陽の自転は地球と同じ向きで
あるものとします。なお，投影板に映った太陽の像は，実際とは左右が逆になる
ものとします。

問５　下線部（５）について，実際の太陽の自転周期は何日だと考えられますか。小数
第１位を四捨五入し，整数で答えなさい。ただし，地球の公転周期を360日として
計算しなさい。

問６　下線部（６）について，2024年５月に日本でもオーロラが見られました。このオー
ロラは何色だったと考えられますか。色を答えなさい。また，それはなぜだと考え
られますか。理由を簡潔に説明しなさい。

（図２）

望遠鏡

太陽の像

投影板

問 下線部 について，黒点について述べた以下の文の空欄
くうらん

ア～ウを埋めるとき，最も適切な語句を以下の語群

より選びなさい。

「黒点の温度は約（ ア ）度程度であり，黒点の周囲の温度が約（ イ ）度である。周囲に比べて温度が（ ウ ）
ので，黒く見える。」

【語群】 高い 低い

問 下線部 について，図 の装置を用いて，黒点の観察を行いました。投影板に地球上の方角を記入して 月
日に投影板に映った太陽の観察を開始しました。 図 の赤道上の位置に黒点が観察されました。同様に，

月 から 日の同時刻に黒点を観察しました。 と の問にそれぞれ答えなさい。

黒点は１日で何度移動しますか。小数第２位を四捨五入して小数第１位まで求めなさい。

黒点は１月 日に投影板上のどこにどのような形で観察されますか。解答欄の図に観察された黒点の形を
書き込みなさい。ただし，解答欄の図の縦の点線は 度ごと引かれているものとします。また，太陽の自
転は地球と同じ向きであるものとします。

投影板

図 図

問 下線部 について，実際の太陽の自転周期は何日だと考えられますか。小数第１位を四捨五入し，整数で答
えなさい。ただし，地球の公転周期を 日として計算しなさい。

問 下線部 について， 年 月に日本でもオーロラが見られました。このオーロラは何色だったと考えられ

ますか。色を答えなさい。また，それはなぜだと考えられますか。理由を簡潔
けつ
に答えなさい。

北

南

黒点

赤道

東西

（図３）

投影板

黒点

赤道

北

南

西 東
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（　余　白　）
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（　余　白　）





※

２０２５年度　須磨学園中学校　第３回入学試験解答用紙　理科

↓ここにシールを貼ってください↓ 受 験 番 号

2025SUMAJ0350

（※の欄には、何も記入してはいけません）
らん

名 前

は

３

※

※

４

問
１

問
１
問
３

問
２

問
５

水

g/㎝3

問
３

問
４ g/㎝3

問
５ g

問
７ cm 油 cm

（a）

（b）

度

色

日

水問
８ cm 油 cm

問
６ g

問
２

ア イ ウ

問
１

問
２

※

２
mL

mL

mL
二酸化炭素 水蒸気

（a）

mL（c）

mL（b）
問
３

問
５
問
５
問
５
問
５

１
問
１

問
６

問
２

問
３

問
４

※

（a）

あ い

A B

（b）

問
５

問
６

問
４ 理

由

北

南

東西


